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平成 29年 4月 25日 

 

トンネル建設工事の切羽付近における粉じん濃度測定の方法について 

文責 明星敏彦 

 

１）粉じん濃度の測定方法に関するこれまでの検討状況 

当委員会で今後実施する調査の方針を決めるにあたり、これまでの調査研究の状況を以下にまとめた。

行政からの委託事業として過去に実施された調査で得られた結果もあるので、それを有効に活用しつつ

議論を進めるのが良いと考える。 

 

表１ 調査検討された測定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－：未着手 

建災防委託：労働省委託事業 平成 10年から 12年 建設業労働災害防止協会 

日測協委託：厚生労働省委託事業 平成 20年、21年 （社）日本作業環境測定協会 

 

①５から２５ｍ点でのＡ測定に準じた粉じん濃度計測（建災防指針）や作業者の個人曝露の測定につい

てはすでに実施報告されている。その結果についてまず検討する。本委員会において昨年度に一部は検

討済みである。 

②５から２５ｍ点（建災防の６点）での連続測定は未実施である。現場の作業内容の記録は必要である

が、複数の粉じん計を準備すれば測定者が測定点にいる必要はない。建災防による調査（平成１１年１

２年）では１５ｍから５０ｍまでの３点で同時連続測定を当時の新しい粉じん計（ＬＤ－２の原型）で

行っている。その結果の抜粋を後に示す。測定結果の上に該当する作業を表示しており、それぞれの作

業での粉じん濃度がわかる。 

③重機運転席での連続測定は未着手である。これはオペレータの曝露に近いと考えられ、作業者の負担

も少ない方法と考えられ調査検討に値する。その場合も作業ごとに重機が異なるので複数の粉じん計を

該当する重機に設置し、また重機の稼働状況をモニターする必要がある。 

本委員会のトンネル内粉じん計測としては、②と③の調査に注力することが適当であると考える。 

測定手法

建災防
委託調
査Ｈ１０
－１２

日測協
委託調
査Ｈ２１
－２２

本検討会

地下工事における粉じん測定の指針
（建災防指針）

実施 －

作業者の個人曝露の測定 実施 実施

トンネル内での広い領域での粉じん測
定（厚労省ガイドラインなど）

実施 実施

５－２５ｍ点での連続測定
１５ｍ点
は有

－

重機運転席での連続測定 － －
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２）粉じん計 

表２に各種の粉じん計のリストを示した。リストでは、粉じん計がメーカーと年代等でまとめられて

いる。粉じん計は平成１２年ころからデータを記録できる機構（データロガー）が付加されており、連

続測定が可能で粉じん濃度の時間変化を得ることができる。 

その後も粉じん計のモデルチェンジは続いており、今後、使用が検討される機種として、リストの最

後にある柴田科学㈱のＬＤ－５ＲやＬＤ－５Ｄ、個人曝露測定用のＬＤ－６Ｎが挙げられる。（写真添付）

しかしながらこの型の粉じん計は入口に明確な吸入性粉じん分粒装置がなく、高濃度の環境では、大粒

子の迷光などでＫ値の安定性（測定場所によって値が異なるなど）に問題を起こすことを心配する。一

方、併行測定でのフィルタによる質量濃度測定は吸入性粉じん分粒装置を用いているため大粒子の影響

は少ない。 

現在、ＬＤ－５ＲのためのＰＭ２．５の分粒装置（サイクロン）はオプションとして入手できるので

吸入性粉じん用に別途作成して装着すれば、ある程度の時間連続して測定することが可能と思われる。

また外国製のサイクロンであればＬＤ－５Ｒの吸引流量（1.7 L/min）に対応する吸入性粉じん用サイク

ロンは既に販売されている。 

 

吸入性粉じん用サイクロンを装着した粉じん計を使用することを検討したい。 

 

表 2 各種粉じん計の一覧 

作業環境測定ガイドブック 鉱物性粉じん・石綿 （平成 24年版）  
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 最近の粉じん計の例 

 

粉じん計 柴田科学 ＬＤ－５Ｒ ＰＭ２．５サイクロンの有（上）無（下） 

 

個人曝露測定用粉じん計 柴田科学 ＬＤ６Ｎ 

現状では粉じん計の吸引ポンプの力が弱くサイクロンの装着は難しい。または別途吸引ポンプを準備し

て併行測定も同時に行う方法もある。 
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以下は建災防委託：労働省委託事業 平成 11年建設業労働災害防止協会中間報告書から抜粋 

より詳細はＨ12報告書にあり。 
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左のＡトンネル、上から切羽より１５ｍ、２９ｍ、５１ｍ 濃度の高い時間帯はコンクリート吹付 

右のＢトンネル、上から切羽より１９ｍ、４５ｍ、７５ｍ 同上、途中のピークはずり出し作業 

 


